
 

 

 

     

                                    

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月発行 会報編集委員会 

２０２０ ｖｏｌ．３６ 

三田市文化協会 50周年記念事業 

陳允陸先生「講演会」 
 令和 2年 9月 20日（日）１３：３０～１５：３０ 

 三田市総合文化センター郷の音ホール小ホール 

◇  陳先生の水墨画展示会（郷の音ホール２階展示室） 

     令和２年９月１８日（金）～９月２２日（火・祝） 



ご 

挨 

拶 

三
田
市
文
化
協
会 

 
 
 
 
  
   

  
 

会
長 

山
口
武
宏 

   

三
田
市
文
化
協
会
は
昭
和
四
十
五
年
に
発
足
し
今

年
目
出
度
く
五
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
三
田
市
・
関
係
各
位
に
は
絶
大
な
る

ご
支
援
と
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
改
め
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

三
田
市
文
化
協
会
は
現
在
三
十
七
団
体
約
三
千

人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
三
田
市
の
文
化
を
支
え
て

い
る
重
要
な
市
民
団
体
と
し
て
の
活
動
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
今
ま
で
以
上
に
三
田
市
民
に

広
く
開
放
さ
れ
た
親
し
め
る
文
化
協
会
を
目
指
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

郷
の
音
ホ
ー
ル
は
完
成
し
て
今
年
は
十
三
年
目

を
迎
え
三
田
市
民
に
と
っ
て
文
化
活
動
表
現
の
拠

点
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が 

 

建
物
や
設
備
に
補
修
を
要
す
る
箇
所
が
散
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
今
後
の
維
持
発
展
や
運
用
に
改
善

が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

三
田
市
で
は
昨
年
十
二
月
に
十
一
名
の
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
た
三
田
市
文
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委

員
会
が
発
足
し
ま
し
た
が
私
は
文
化
協
会
会
長
と

し
て
こ
の
委
員
の
一
人
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
今
後
一
〇
年
間
（
令

和
三
年
～
十
二
年
）
の
三
田
市
の
文
化
芸
術
施
策
の

基
本
的
な
方
向
を
示
す
た
め
の
答
申
を
す
る
重
要

な
委
員
会
で
あ
り
令
和
二
年
九
月
に
中
間
答
申
、
令

和
三
年
二
月
答
申
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本

目
標
は
「
個
性
あ
ふ
れ
る
地
域
文
化
の
継
承
と
振
興

を
通
じ
て
元
気
な
成
熟
と
共
生
の
ま
ち
を
共
創
す

る
」
で
あ
り
ま
す
。 

私
は
こ
の
委
員
会
を
通
じ
て
三
田
の
文
化
の
さ

ら
な
る
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す

の
で
今
後
と
も
三
田
市
文
化
協
会
に
対
す
る
温
か

い
応
援
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   

 
文化芸術の力で 
  三田を元気に！ 

 
三田市地域創生部市民協働室 

室長 印藤昭一 
 

令和２年、三田市文化協会におかれま

しては、発足から半世紀となる節目の年

を迎えられました。心からお慶び申しあ

げます。 

また傘下３７団体およびその会員の

皆様方におかれましては、日頃から舞台

芸術や展示活動など、さまざまな活動に

取り組まれ、本市の文化芸術の振興と文

化の薫り高いまちづくりにご貢献いた

だいておりますことを心よりお礼申し

あげます。 

さて本市におきましては、「成長から

成熟へ」の合言葉のもと、人口減少に負

けないまちづくりに、新たな発想をもっ

て取り組んでおります。 

皆様方に参与いただいております文

化芸術の振興については、「文化芸術の

力により活気と笑顔があふれる１０年

先のまちの姿」を構想しながら、昨年か

ら将来ビジョンの策定に取り組んでお

ります。 

今後、検討を進める過程では、日頃文

化芸術活動を実践されている皆様方か

らご意見を伺う機会を設けてまいりま

すので、その節は未来を見据えた建設的

なご提言を是非お願いいたします。 

本年は、新型肺炎の予防対応で自粛ム

ードが漂う幕開けとなりましたが、皆様

方による多彩で魅力あふれる文化芸術

活動を通じて、一日も早く三田のまちが

元気を取り戻しますことを念願してお

ります。 

最後になりましたが、節目となる年の

三田市文化協会並びに会員の皆様方の

益々のご発展とご活躍を心よりご祈念

申し上げてご挨拶とさせていただきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
三
十
一
年
度
三
田
市
文
化
協
会
総
会 

新
会
長
に
山
口
武
宏
氏
が
就
任
、
新
役
員
を
選
出 

日時：平成３１年４月１７日（水）13:30開会 場所：三田市立フラワータウン市民センターホール 

総会アトラクションは「岡田琴千流大正琴ルピナスのみなさん 

旧常任理事の皆さんで慰労会を開催 

 

花
束
贈
呈
で
に
っ
こ
り 

笑
顔
の
三
好
前
会
長 

協
会
役
員

の
ご
紹
介 

 

副会長 

林  靖 
展示発表部会長 

水
墨
画
同
好
会 

副会長 

足立紫颯 

舞台発表部会長 
広報部会長  

三
田
吟
剣
詩
舞
連
盟 

 

副会長 

柴田良子 
舞台発表部会副部会長 
会計補佐 

花
柳
社
中 

事務局長 

的場明美 
靖 

民
謡
あ
け
み
会 

会計 

眞造さえこ 

三
田
舞
踊
協
会 

② 

平
成
三
十
一
年
度
総
会
は
、
森
哲
男
市
長
ほ
か
市
文
化
関
係
幹
部
職
員
を
お
迎
え
し
開
催
。
三
好
正
典

会
長
の
勇
退
に
伴
う
新
会
長
に
山
口
武
宏
氏
が
就
任
、
新
役
員
・
新
常
任
理
事
を
選
出
し
た
ほ
か
、
事

業
計
画
、
収
支
予
算
等
を
原
案
通
り
承
認
し
、
五
〇
周
年
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 



 「三田市文化ビジョン」  

  検討委員会について  
 

        会長 山口 武宏 
 

三田市では令和３年度から令和１
２年度まで１０年間の三田市第５次
総合計画策定の一環として「三田市
文化ビジョン」の策定を行うことに
なり三田市から委嘱された１１名の
民間委員により検討が進んでいる。
このメンバーとして文化協会会長と
して下名及び副会長の林靖氏が加わ
っている。 

市では「個性あふれる地域文化の
継承と振興を通じて元気な成熟と共
生のまちの共創する」ことを目標テ
ーマに掲げて、市民と一体となった
文化向上を目指しており、三田なら
ではの三田市文化ビジョンを策定す
るために、この委員会に検討を諮問
されたものであり、スケジュールと
しては令和２年９月に中間答申、令
和３年２月に答申することになって
いる。 
課題は次の通りであり、実のある検
討が進み、三田市が少子高齢化等の
問題を克服して更に文化の香り高い
まちになることを願っている。 
・文化施策の現状と課題 
・地域文化の継承と教育 
・文化芸術を通じた地域創生 
・地域文化における共生 
・文化活動支援のあり方 
・推進基盤の充実 
・郷の音ホールの役割 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
三
田
市
文
化
協
会
常
任
理
事
・
監
事
ご
紹
介 

事
務
員
：
佐
々
木
幸
子 

（
毎
週
火
曜
・
木
曜
の
午
前
勤
務
） 

  
  

開
所
時
間

10:

00~

12:

00 

万葉集を典拠とする令和新時代へ―。 
日本の伝統文化・ふるさとの民俗芸能が、いま注目され始めています。 

③ 

三田市波豆川地区にある八坂神社で毎年秋祭 
り宵宮に豊作を祈って奉納される伝統文化で、 
江戸時代後期に歌舞伎の地方伝播とともに伝 
わったとされています。 
歌舞伎の格好に趣向を凝らした地域の子ども 
たちが練り子となって行列を作り、忠臣蔵な 
どの有名な歌舞伎の名場面を演じながら、波豆川公民館から八坂神社へと
練り歩きます。平成 3 年、三田市無形民俗文化財に指定されました。例年
10 月の土曜日（「体育の日」の前々日）の 19 時に波豆川公民館を出発し、
八坂神社へ向かいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
  

瀧  和子 

三
田
歌
謡
カ
ラ
オ
ケ
協
会 

松永與志子 

Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
フ
ラ
・
サ
ー
ク
ル 会 

三
田
市
音
楽
協
会 

内田 史子 

小林 敏子 

和
紙
ち
ぎ
り
絵
（
な
ご
み
） 

九村 義徳 

三
田
市
川
柳
協
会 

田村 正夫 

三
田
津
軽
三
味
線
同
好
会 

江嶋 桂子 

ア
メ
リ
カ
ン
シ
ャ
ド
ウ 

  

ボ
ッ
ク
ス
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ 

 

保々 俊夫 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
散
歩
の
会 

(常任理事) 

菊山  登 

三
田
市
盆
栽
会 

関口 正人 

関
口
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル 

(常任理事) (常任理事) 

(常任理事) (常任理事) (常任理事) 

(常任理事) (常任理事) 

(監 事) (監 事) 

上本庄・駒宇佐八幡神社では毎年 11 月 23 日に百石踊りを奉納しています。
百石踊りの名は 1 回踊ると百石の費用が必要から名づけられました。文亀
三年（1503）の大干ばつの際、元信というお坊さんが村人達のために駒宇
佐八幡神社の杜にこもり七日七夜祈りました。2 日目の夜、多くの小男小女
が現れ踊る夢をみました。元信が夢からさめると雨が 3 日間も降り続き、
村人は大そう喜びました。そこで村人たちは、元信が夢に 
みた踊りを踊って雨乞い祈願成就の願解きをしたの 
です。その後、雨乞い祈願の踊りとして現在に伝え 
られています。（三田市 H.P より） 

■雨乞いの百石踊り 

■稲引き・樽引き神事 加茂神社（加茂） 
この神事の辞始まりは、加茂の神が身が子だくさん

で食べるのに困り、村人の田から稲を奪おうとして村
人に見つかり、追いかけられた。非を認めた神が酒を
作って詫びたとというもの。稲引きは神と村人の稲束
の争奪の模様を再現したとされる。  

 宵宮の祭典のあと、手に火の付いた松明を持った男衆が馬場先（一の鳥 
居から二の鳥居までの間）で待ち構え、「エイトーエイトー」と言いながら
松明をふりまわしつつ社殿に向かう稲持ち役が肩に背負った稲束に手を掛
け、力任せに引き合いながらグルグルと回る。２つできた固まりが松明を
打ち付け合い火の粉が飛ぶ。 
 やがて稲束が社殿に収められると樽が男衆に渡され、引っ張り合い地面
に打ちつけて力試しをしつつ、やがて樽が割れると神事が終わる。 
（わがまちさんだ「でんがくマップ」、三田市Ｈ.Ｐより）三田市指定無形文化財 
 

■千本搗き 高売
た か め

布
ふ

神社（酒井） 
９日の秋祭に先立って、前年に子供の生まれた家の当主 

「初党（ういとう）」が集まって、つきあがったもちを、丸 
めずに細かくちぎったままにした「チギリ御供（ごく）」を 
12 本の細杵で礎場搗唄（いしばつきうた）を歌いながらつ 
きあげる。七・五・三に盛り分けた御供は本殿と川原にあ 
るお旅所で供えられる。三田市指定無形文化財 

9 日は、午前９時からの祭典に先だって、布団太鼓台が神 
社を出て氏子区域をまわる。祭典後神輿に御神体が移され、 
初党の手によって担がれる。川原地区（観福寺奥 旧大蔵神
社）のお旅所と午後４時 30 分ごろの宮入りの時に御供（も
ち）まきがあり、多くの人で賑わう。 

（写真は高平郷づくり協議会Ｈ.Ｐより） 

 

■波豆川のお練り 

(平成３１年度兵庫県阪神北 

ふるさと文化の伝承事業に認定) 

 

三田市内の田楽一覧（市指定無形民俗文化財）～市教育委員会資料 

田楽（でんがく）は、平安時代中期に成立した日本の伝統芸能。楽と躍りなどから成る。 
ホーホー踊り（加茂：加茂神社） ホーヤホーヤ踊り（貴志：御霊神社） 

ハウヤ踊り（三輪：三輪神社） ホーホー踊り（西野上：天満神社） 

デンデンホウ（福島：稲荷神社） ホーホー踊り（末西：天満神社） 

田楽踊り（志手原：八王子神社） ホーホー踊り（末東：天満神社） 

 

 

 

兵庫県無形民俗文化財  
約500年もの歴史がある雨乞い行事 

 

いな ひ たる ひ 
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➃ 

 

 

さんだ伝統芸能祭 
 【日時】令和元年９月２１日（土）開演１２時００分  
【場所】三田市総合文化センター郷の音ホール・小 

三田市文化協会創立５０周年記念・プレイベン
ト 

50ｔｈ 
２０２０年 

初の試みー一堂に会した多彩な和文化の魅力 

 

【Ⅰ】 オープニング    １２：００～ 

１）三田讃歌 ともに実りを           三田吟剣詩舞連盟＜歌唱と舞＞ 

２）御殿踊り      御殿踊り保存会＜音頭・囃子・踊り・太鼓・尺八・三味線＞ 

３）三田小唄・新三田小唄  三田小唄保存会＜尺八・太鼓・三味線・唄・踊り＞ 

【Ⅱ】 発 表 の 部    12:40～ 

１）みんなで歌おう！「荒城の月」  大正琴ルピナス・歌謡カラオケ協会 

２）大正琴                岡田琴千流大正琴三田ルピナス 

３）民謡・銭太鼓      民謡あけみ会＜踊り・唄・三味線・尺八・銭太鼓＞ 

４）新舞踊・歌唱         三田舞踊協会・三田歌謡カラオケ協会 

５）詩吟                         三田吟剣詩舞連盟 

６）日本舞踊        花柳社中 千翔流有峰会 花柳流伊奈輔会 

７）邦楽                 三邦会 三田竹友会 邦楽研究会 

８）みんなで踊ろう！三田音頭       三田音頭会＜音頭・囃子・太鼓＞ 

【Ⅲ】 青少年コーナー  1４:4５～ 

１）有馬高校箏曲部  

２）三田吟剣詩舞連盟（独吟・３題） 

３）仕舞「船弁慶」 ＜シテ・地謡＞ 

【Ⅳ】 企画構成番組   1５:１０～  

1)万葉恋歌 和歌５首入り  

２）国望の歌 舒明天皇 

３）しき島の 柿本人麻呂 

４）磐代の  有馬皇子 

５）秋の田の 天智天皇 

６）田子の浦ゆ 山部赤人 

７）籠よみこもち 雑歌 

８）茜さす・紫の・香具山は 額田王・天武天皇・天智天皇 

９）大和は国のまほろば 古歌・倭建命 

１０）フィナーレ「おぉ大和よ」 第４部総出演 

 

～現代につながる万葉の心～ 

「万葉へのいざない」 
監修：さんだ伝統芸能祭実行委員会 
企画構成演出：足立紫颯 
ナレーター：村崎佳子 
出演：三田吟剣詩舞連盟・エキストラ 

◇舞台・照明・音響・映像◇ 
神戸国際ステージサービス(株) 

プレ 



５０周年記念式典 

 

第２９回美術協会展５月１４日~１９日 
場所：三田市総合文化センター２Ｆ展示室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝 三田市文化協会創立５０周年 

【舞台発表】 11:00~第 1 部：和の祭典 13:45~第 2 部：洋の祭典 

50ｔｈ 

文化協会加盟３７団体 
全グループの代表が、 
郷の音大ホールに 
一斉にオンステージ！ 

【Ⅰ】 ５０周年記念事業 

令和２年度は５０周年を迎えるので１１月３日（火・祝）に記

念式典を開催する。永く文化協会に貢献された方々を表彰する。 

５０周年記念式典１１月０３日（火・祝）１０時 郷の音ホール･大 

【Ⅱ】 ５０周年記念行事 

１）記念講演の開催：「陳
ちん

允
いん

陸
りく

の‘水墨画の世界’と席画実演」

９月２０日（日）１３：３０ 郷の音ホール・小 入場料無料 

２）記念展示会開催：「墨響～陳
ちん

允
いん

陸
りく

作品展」      入場料無料 

９月１８日（金）～９月２２日（火・祝）郷の音ホール展示場 
    
【Ⅲ】 第５３回 三田市民文化祭  
 
■展示発表部門 郷の音ホール各展示室 

１１月０１日（日）～１１月０３日（火・祝）  

準備１０月３１日（土） 

■舞台発表部門 １１月０３日（日）郷の音ホール・大 

  □和の祭典 １１時 □洋の祭典 １３時４５分 

◆第３３回高校演劇祭１１月４日フラワータウン市民センター     

◆第２５回舞踊祭１１月０８日（日）郷の音ホール・大 

□第３０回三田市美術協会展   郷の音ホール各展示室 

１１月０５日（木）～１０日（火） 

◆第８回さんだ吟剣詩舞道祭   郷の音ホール・小 

１１月１４日（土） 

◆第５３回俳句大会１１月１４日 さんだ市民センター 

◆第１４回カラオケ歌謡大会 

１１月１５日（日）郷の音ホール・小       

◆第４５回合唱祭１１月２２日（日）郷の音ホール・大            

◆第６回三田こどもフェスタ 

１１月２９日（日）郷の音ホール・小  

 

 

 

 

 

 

 

記 念 講 演 会 

講師 陳
ちん

允陸
いんりく

先生 

 

入場無料 

“水墨画の世界” 
と き：令和 2年 9月 20日(日)13:30～15:30 

ところ：三田市総合文化センター郷の音小ホール 

令和 2年度行事予定 

⑤ 

（火・祝） 

主要行事 

入場無料 



＜令和元年度（平成３１年度）活動の歩み＞ 

（１）三田市文化協会主催特別事業 
   令和元年１２月８日（日）第４回お神楽鑑賞会   
   郷の音ホール・大ホール 郷の音ホールと共催。入場料千円。 
                    出演は島根県石見神楽後野神楽社中約２０名。 
（２）文化協会５０周年プレイベント「さんだ伝統芸能祭」（４ページに詳報） 
   令和元年９月２１日（土）郷の音ホール・小ホール 
（３）第５２回 三田市民文化祭～太字は写真で紹介あり  

１１月０２日（土）～１１月０４日（月・祝）  
第５２回市民文化祭展示発表部門 郷の音ホール各展示室   

１１月０３日（日・祝）第５２回市民文化祭 舞台発表部門 郷の音ホール・大  
１１月０４日（月・祝）第３２回高校演劇祭 フラワータウン市民センター   
１１月０４日（月・祝）第２４回舞踊祭 郷の音ホール・大          
１１月０７日（木）～１２日（火） 

第２８回三田市美術協会展 郷の音ホール各展示室     
１１月０９日（土）第７回さんだ吟剣詩舞道祭 郷の音ホール・小       
１１月０９日（土）第５２回俳句大会 さんだ市民センター                  
１１月１０日（日）第１３回歌謡カラオケ大会 郷の音ホール・小       
１１月１７日（日）第４４回合唱祭 郷の音ホール・大            
１１月２４日（日）第５回三田こどもフェスタ 郷の音ホール・小       
１１月２３日 三田ゆりのきギタークラブコンサート     郷の音ホール・小 
１１月２４日 ウインド・アンサンブル・コスモス定期演奏会 郷の音ホール・大 
１１月１６日～２０日 高齢者創作作品展     三田市総合福祉保健センター 

（４）阪神北文化フェスタ 三田市まちづくり協働センター 
１２月１５日 民謡あけみ会（こども）、三田少年少女合唱団が出演 

     ＊ 三田波豆川芸能文化保存会のお練りが阪神北ふるさと文化遺産に認定。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第１３回カラオケ大会写真） 

 

 

 

 

 

 第５２回三田市民文化祭 

新会員紹介

 
 

（「三田音頭会の部屋」ブログより） 

三田音頭会の部屋へようこ
そ！ 兵庫県三田市で活動
しています 主に（第１第
３木曜日）4 月から毎週木曜
日 郷の音ホール練習室に
て 19:00～22:00 まで稽古を
しています 太鼓、三味線
に合わせ 音頭 お囃子の
稽古をしています 三田ま
つりでは、市民の皆さんに
踊りを楽しんで頂くことが
出来るように  日々稽古
に励んでいます  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和元年 

１１/3(日・祝) 
 

ゆりのきギタークラブ 

三田小唄保存会 

三田津軽三味線同好会 

上月みのりバレエスクール 

Sol＆Brillante 

MIKIOI フラサークル 

三邦会 

尚美流全日本和装協会 

ＦＤＣフレンドリー 

民謡あけみ会 

御殿踊り保存会 

ポーマイカイフラスタジオ 

岡田琴千流大正琴三田ルピナス

ス 

花柳流伊奈輔会 

三田竹友会 

関口バレエスクール 

三田音頭会 

千翔流有峰会 入江副市長 山口会長 
文化祭舞台運営役員 

舞踊祭 

吟剣詩舞道祭 

歌謡カラオケ大会 

三田市合唱祭 ➅ 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         
 

第５２回三田市民文化祭 

編
集
後
記 

 
 

平
素
は
広
報
紙
「
湧
」
を
ご
覧

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
か
ら
「
令
和
へ
」、
国
書
万

葉
集
を
典
拠
と
す
る
新
時
代
が
始

ま
り
、
翌
年
夏
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
華

や
か
に
開
幕
の
運
び
で
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
年
初
よ
り
、
中

国
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
が
世
界
中
に
蔓
延
す
る
と

い
う
、
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
重
大
な
危
機
に
直
面
し
、
今

も
な
お
猛
威
を
奮
っ
て
い
ま
す
。 

国
内
で
も
日
ご
と
に
感
染
者
が

増
加
す
る
中
で
、
感
染
予
防
の
た

め
の
外
出
自
粛
要
請
等
が
な
さ
れ

た
結
果
、
経
済
は
疲
弊
し
人
々
の

心
も
荒
み
、
咳
を
す
る
人
を
厳
し

い
目
で
見
た
り
誹
謗
中
傷
が
横
行

す
る
な
ど
、
社
会
全
体
が
集
団
ヒ

ス
テ
リ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
て
い
る

か
の
よ
う
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
本
市
に
お
い
て
も

市
民
の
日
頃
の
文
化
活
動
の
拠
点

で
あ
る
市
民
セ
ン
タ
ー
、
郷
の
音

ホ
ー
ル
ま
で
も
が
貸
館
業
務
の
停

止
と
い
う
非
常
事
態
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

 

豊
か
な
心
を
育
む
べ
き
筈
の
文

化
活
動
が
、
活
動
場
所
を
失
う
こ

と
で
停
滞
し
、
本
来
文
化
の
持
つ

明
る
く
前
向
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
作
り
が
機
能
不
全
と
な
り
免
疫

力
さ
え
も
低
下
さ
せ
て
い
ま
す
。 

今
は
感
染
症
に
よ
る
社
会
全
体

の
閉
塞
感
が
漂
う
日
々
で
は
あ
り

ま
す
が
、
不
測
の
事
態
が
一
日
も

早
く
収
束
し
、
私
た
ち
の
文
化
活

動
が
再
び
本
格
始
動
で
き
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

終
り
に
、
本
年
秋
に
予
定
の
「
文

化
協
会
五
〇
周
年
記
念
事
業
」
が
、

三
〇
〇
〇
会
員
の
英
知
と
結
束
力

で
成
功
裡
に
終
え
ら
れ
る
よ
う
、

山
口
会
長
を
中
心
に
全
役
員
・
全

会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
、

意
義
深
い
メ
モ
リ
ア
ル
年
と
な
る

よ
う
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
Ｈ
・
Ａ
） 

令和元年 

１１/２～４ 
 (土)（月・祝) 

➆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６回三田こどもフェスタ  

クラシックバレエ・フラダンス・金管バンド・剣舞 詩吟・民謡 

三田ジュニアバンド ＭＩＫＩＯＩフラサークル あかしあジュニア合唱団「さくらんぼ」 関口バレエスクール 

上月みのりバレエスクール 民謡あけみ会 

 

 

三田吟剣詩舞連盟 

展示コーナー：三田茶華道協会 

 

 

福祉４団体 三田茶華道協会 

 

三田俳句協会・アメリカンシャドウボックス 

 

三田市川柳協会 

三田水墨画同好会 

三田市茶華道協会 三田切り絵フォーラム 

手芸同好会 三田市盆栽会 

三田水彩会 デジカメ散歩の会 

三田茶華道協会 

 

ちぎり絵・なごみ 

R1.11.24(日) 
郷の音小ホール 

こどもたちによる芸術文化の発表 

展示発表：ひと際多彩！舞台発表：彩り多彩に！ 
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(令和２年４月１日現在）                   三田市文化協会加入団体

保 々 俊 夫
江 嶋 桂 子

団 体 名
三 田 市 音 楽 協 会
MIKIOIフラ・サークル

小 林 敏 子

花 柳 社 中 三田津軽三味線同好会

三 田 市 川 柳 協 会
和紙ちぎり絵（なごみ）

三田歌謡カラオケ協会常
任
理
事

デジタルカメラ散歩の会

アメリカンシャドーボックスアートクラブ

氏 名
内 田 史 子
松 永 與 志 子
瀧 和 子
田 村 正 夫
九 村 義 徳

関 口 正 人
菊 山 登

三 田 舞 踊 協 会
関口バレエスクール

団 体 名
三 田 市 音 楽 協 会
三田水墨画同好会
三田吟剣詩舞連盟

三 田 市 盆 栽 会

民 謡 あ け み 会
会 計
監 査
監 査

氏 名
山 口 武 宏
林 靖
足 立 紫 颯
柴 田 良 子
的 場 明 美
眞 造 さ え こ

担 当
会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
事務局長

令和２年度三田市文化協会組織名簿

和 紙 ち ぎ り 絵 （ な ご み ）

三 田 市 川 柳 協 会

三 田 水 彩 会

手 芸 同 好 会

展 示 部 門

写 真

絵 画

三 田 水 墨 画 同 好 会

三 田 市 盆 栽 会

民 謡 あ け み 会

三 田 津 軽 三 味 線 同 好 会

三 田 市 茶 華 道 協 会

デ ジ タ ル カ メ ラ 散 歩 の 会
アメリカンシャドーボックスアートクラブ

茶 道 裏 千 家 慶 友 会

三 田 俳 句 協 会

三 田 き り え フ ォ ー ラ ム

三 田 市 美 術 協 会

岡田琴千流大正琴三田ルピナス

S o l & B r ｉ l ｌ a n t e

三 田 竹 友 会

邦 楽 研 究 会

三 邦 会

三 田 音 頭 会

千 翔 流 有 峰 会

三 田 舞 踊 協 会

三 田 小 唄 保 存 会

尚美流全日本和装協会(三田）

御 殿 踊 り 保 存 会

三 田 歌 謡 カ ラ オ ケ 協 会

三 田 ゆ り の き ギ タ ー ク ラ ブ

邦 楽 部 門

関 口 バ レ エ ス ク ー ル

上 月 み の り バ レ エ ス ク ー ル

F D C フ レ ン ド リ ー

MIKIOI フ ラ ・ サ ー ク ル

ポ ー マ イ カ イ フ ラ ス タ ジ オ

三 田 吟 剣 詩 舞 連 盟

花 柳 社 中

花 柳 流 伊 奈 輔 会

部　　　門

立 体 絵 画

音 楽
洋 楽 部 門

洋 舞 部 門

邦 舞 部 門

川 柳

水 彩 画

手 芸

三 味 線

水 墨 画

盆 栽

ち ぎ り 絵

抹 茶 生 花

抹 茶

俳 句

切 り 絵

大 正 琴

尺 八

箏

箏・三弦・尺八

音 頭

民 謡

江 嶋 桂 子

音 楽
クラシックバレエ

クラシックバレエ

フォークダンス

フ ラ ダ ン ス

フ ラ ダ ン ス

吟 剣 詩 舞

日 本 舞 踊

九 村 義 徳

木 挽 康 春

畑 徹 二

荻 野 良 成

下 野 松 美

保 々 俊 夫

高 橋 栄 子

林 靖

菊 山 登

小 林 敏 子

井 上 美 紀 子

中 村 富 美 代

的 場 明 美

田 村 正 夫

林 田 桂 子

坂 本 紗 代 子

寛 長 つ や 子

瀧 和 子

永 吉 敦 子

中 塚 麻 由 子

栃 尾 敏 正

浦 口 妙 子

柴 田 良 子

藤 井 加 代 子

三 好 正 典

眞 造 さ え こ

甲 斐 幸 子

田 口 ひ か る

079-563-3257

079-565-1073

079-565-1971

中 嶋 新 太 郎

関 口 正 人

上 月 み の り

喜 多 光 子

松 永 與 志 子

久 徳 麻 弥

足 立 紫 颯

079-562-5184

079-563-1416

079-564-6603

079-563-7592

079-563-0721

079-562-3818

079-568-0389

090-3494-4366

090-3030-4746

079-565-1075

079-563-2859

079-565-0656

079-563-6444

078-952-2313

090-8759-0265

079-564-3732

079-565-8413

080-6120-8521

090-3825-2154

090-1135-6674

090-5099-4372

090-5675-5725

079-564-3498

090-6242-5144

079-563-3085

079-563-2277

078-955-6428

079-559-6279

079-563-7241

079-562-4323

電 話 番 号

079-565-8451

079-562-4126

080-4010-4152

079-565-5611

079-590-5710

常
任
理
事

日 本 舞 踊

日 本 舞 踊

新 舞 踊

踊 り

着 付 け

郷 土 芸 能

カ ラ オ ケ

大 正 琴

1

理　　事

山 口 武 宏

内 田 史 子
三 田 市 音 楽 協 会

加　　入　　団　　体　　名


